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いじめられる側にも責任があるって本当ですか？その
―いじめ被害者への有責性認知の他サンプルでの再現性―

○小山聡子（さくメンタルクリニック） 堀 孝司（甲南大学大学院）
福井義一（甲南大学）

キーワード：いじめ，被害者への有責性認知，再現性

問題と目的

いじめは，被害者を死に追いやることもあるほど

深刻な社会問題の一つであるため，解決が急務であ

るが，いまだに有効な方策は確立されていない。こ

の一因として，「いじめられる側にも何らかの責任が

ある」とするいじめ被害者への有責性認知（竹川

）の問題が挙げられる。小山・福井（ ）

は，大学生を対象にいじめの加害側と被害側の責任

の割合を尋ね，被害側に約 ％の責任が帰されて

いることを報告した。さらに，被害者への有責性認

知に影響を及ぼす様々な要因（福井・小山

小山・福井

）や，いじめ被

害者に有責性を帰す理由（福井・小山 ）

についても検討されてきた。

しかしながら，上述したいじめ被害者への有責性

認知についての実証研究は，小山・福井（ ）に

より一度の調査で得られた単一のデータセットにお

いて，組み合わせる変数を変えて分析したものであ

ったため，他のサンプルでも被害者への有責性の割

合に関して同様の結果が再現されるかは未検討であ

った。

そこで，本研究では，他のサンプルにおいても，

いじめ被害者と加害者の責任の割合の認知について，

小山・福井（ ）と同様の結果が再現されるかを

つのサンプルで比較した。

方 法

調査対象者 質問票調査で得られた大学生 名

（ 年実施）と大学生 名（ 年実施）のデ

ータおよびクラウドソーシングで募集された一般成

人 名（ 年実施）のデータを用いた。

尺度構成 いじめ被害者と加害者の責任の割合を合

計 ％になるよう聴取した。各調査には，本研究

では用いない尺度が多く含まれていた。いじめの責

任の割合のデータは，福井・小山（

）や福井・小山・堀（ ），堀・小山・福井（ ），

小山・福井（ ），

（ ）と一部重複がある。

結 果

いじめ被害者の責任の割合を従属変数としたサン

プル×性別の 要因分散分析を行った結果，サンプ

ルの主効果が有意であった（

）。大学生サンプルの一つと一般社会人サンプル

の間に ％水準で有意差がみられ，大学生の方が一

般社会人よりもいじめ被害者への有責性を高く見積

もっていることが分かった。また，上述した結果の

背景に，対象者の年齢層の違いが影響している可能

性を検討するため，年齢を従属変数としたサンプル

×性別の 要因分散分析を行った。その結果，サン

プル（ ）と性別（

）の主効果が有意であり，

一般社会人は大学生の両サンプルよりも，男性は女

性よりもそれぞれ年齢が有意に高いことが分かった。

いじめ被害者への有責性認知に有意な群間差が見ら

れたのは，一般社会人サンプルの年齢層が，他の二

つに比較して高かったためである可能性が考えられ

る。そこで，年齢を統制変数，いじめ被害者の責任

の割合を従属変数としたサンプル×性別の共分散

分析を行った結果，サンプルの主効果（

），性別の主効果（

），交互作用（ ）のい

ずれも有意ではなかった。

考 察

本研究から，いじめ被害者と加害者の責任の割合

にはサンプルによる差が見られたが，年齢を統制す

るとその差が消失したため，小山・福井（ ）で

得られた結果について，ある程度の再現性が確認さ

れたと言える。今後は，他の変数における再現性に

ついても検討が必要であろう。
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コミックイラスト志向の美術専攻学生へのストレス対処支援

○小林美佐子（早稲田大学） 菅谷 充（京都精華大学）
岐部智恵子（お茶の水女子大学）

キーワード：レジリエンス，コミックイラスト志向，ストレス対処支援

問題と目的

芸術系の大学の志願倍率は年々増加しており，中

でも漫画・アニメやデザインの志向者が多く（喜始，

），「絵が描きたい」という理由で入学する学生

が増える傾向にある（喜始， ）。特にライトノベ

ルやソーシャルゲームのイラストにあるような，か

わいい女の子を描くコミックイラストを志向する者

が多い。芸術活動は他者と関わらず一人で作品制作

に長時間没頭するため，コミュニケーションが苦手

な学生も多い。長時間座位で絵を描くには体力が必

要であるが，心身の健康問題が入学前から継続して

いる場合もある。また，感性や手先の器用さなどか

ら，技術面の優劣がつきやすく，他者の作品との比

較によるストレスもある。さらに，芸術系，特に美

術系学科での就職者率は，大学卒業者全体の就職者

率と比べて，一貫して低いまま推移している（喜始，

）。美術専攻学生の大学生活におけるストレスは，

学業や人間関係などの他にも，技術面や就職率の低

さなど多岐にわたる。しかし美術専攻学生の心身の

健康増進のための対策は行われていない。また大学

で何度もプログラムを行う時間的余裕もない。そこ

で美術専攻学生へ予防教育を目的として 分のレ

ジリエンス・ワークショップ（以後 ）を行い，

の効果の検討と，学生の自己認識とストレス対処法

の調査を実施した。

なお，本 は実施校の「人を対象とする研究倫理

指針」に沿った手続きを経て行われた。

方 法

調査対象者

年 月に芸術系大学で学ぶ美術専攻学生 年

生 名（留学生も含む）を対象に行い，有効回答

名（男子 名，女子 名）であった。

ワークショップと測定尺度

は「 」（ ＆ ）

を日本向けにローカライズした「日本語版 レ

ジリエンス」（ボニウェル ）をもとに困難

なことがあっても乗り越えていくための知識やスキ

ルを予防的に学ぶ内容で行った。 は 分間で，

前後の質問紙調査と途中の休憩を含め 分で行

った。

測定尺度は，二次元レジリエンス要因尺度（平野，

），自尊感情尺度（山本他， ），特性的自己

効力感尺度（成田他， ）， 次元モデルに基づく

対処方略尺度（神村他， ）とした。フェイスシ

ートでは，体力の有無について自己報告を得た（以

後主観的体力）。回答は任意であることを質問紙に添

え，無記名とした。

結果と考察

二次元レジリエンス要因尺度を用い，学生の自己

認識とストレス対処法を検討したところ，資質的レ

ジリエンス要因の高い学生（高群）は，そうでない

者（低群）と比較して 前は獲得的要因

，自尊感情 ，自己効力感

が， 後は獲得的要因

， 自 尊 感 情

，自己効力感 が有意に高

かった。また，資質高群はネガティブな経験に際し

肯定的に解釈をするコーピングの「肯定的解釈」方

略が ，低群は放棄したり諦め

たりしやすいことを示す「放棄・あきらめ」方略が

有意に高い ことが示された。

他方， 前後の比較では，資質得点の伸び率は資

質低群の方が有意に高く ，主観

的体力あり群は 後の資質 ，

レジリエンス ，自己効力感

が体力なし群より有意に高か

った。以上の結果から， は資質的要因が低い学生

と，体力があると自認する学生に有効である可能性

が示された。さらに， 後，受講生全体の資質的レ

ジリエンス要因 と，自尊感情

（ が有意に向上したことから，

レジリエンス は 分であっても，学生の

自尊感情と資質的レジリエンス要因の自己評価を向

上させる効果があることが示唆された。
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